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な
ぜ
組
織
と
と
も
に
成
長
な
の
か

い
ま
や
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
S
D
G
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）。

そ
の
8
番
目
の
目
標
が
「
働
き
が
い
も

経
済
成
長
も
」
で
あ
る
。D

aigas

グ

ル
ー
プ
企
業
行
動
憲
章
も
、「
人
間
成

長
を
目
指
し
た
企
業
経
営
」
を
掲
げ
る
。

組
織
と
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
国

際
的
に
もD

aigas

グ
ル
ー
プ
で
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
誌
1
2
0
号
の
特
集
「
外
に
学

び
、
つ
く
り
直
す［
ア
ジ
ア
編
］」
で
、

中
国
・
深
圳
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

ド
ゥ
ボ
ッ
ト
社
を
2
0
1
8
年
に
取
材

し
た
と
き
の
衝
撃
が
、
今
回
の
問
い
の

背
景
に
あ
る
。
海
外
セ
ー
ル
ス
を
統
括

す
る
グ
レ
ー
ス
・
ガ
オ
さ
ん
に
「
仕
事

は
楽
し
い
で
す
か
」
と
訊
い
た
と
こ
ろ
、

「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
質

問
を
す
る
の
で
す
か
」
と
訊
き
返
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
筆
者
自
身
が

最
も
成
長
を
実
感
し
た
の
も
、「
ホ
ー

ム
プ
ロ
」
を
2
0
0
1
年
に
起
業
し

て
か
ら
の
10
年
間
で
あ
っ
た
。
国
内

初
・
利
用
実
績
Ｎ
o
．１
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
仲
介
サ
イ
ト
と
な
り
、
20
年

間
で
累
計
80
万
人
が
利
用
し
、

2
2
0
0
億
円
を
仲
介
す
る
ま
で
に

な
っ
た
。
決
し
て
順
風
満
帆
だ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
い
き
な
り
集
客
で
苦
戦

し
、
2
0
0
6
年
に
リ
ク
ル
ー
ト
グ

ル
ー
プ
入
り
す
る
な
ど
、
紆
余
曲
折
を

含
め
成
長
を
実
感
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
起
業
経
験
を
踏
ま
え
、

C
E
L
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
実
践
と
理
論
を

つ
な
ぐ
研
究
を
し
、
３
冊
の
本
［
＊
1
］

に
ま
と
め
世
に
問
う
た
。
実
際
に
は
、

実
践
す
る
人
と
組
織
に
よ
っ
て
も
、
成

果
は
大
き
く
違
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、

組
織
行
動
（
組
織
の
中
の
人
間
行
動
）
の

研
究
に
も
着
手
し
、「
ど
う
す
れ
ば
組

織
と
と
も
に
成
長
で
き
る
か
」
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
。
今
回
は
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

成
長
の
た
め
の
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト

組
織
と
と
も
に
成
長
す
る
に
は
、
８

つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
（
図
参
照
）。
こ
れ

ま
で
よ
く
行
わ
れ
て
き
た
と
り
く
み

（
A
）
で
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
に
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
う
と
り
く
み（
B
）

を
と
り
い
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た

い
。
以
下
で
は
、
各
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
と

り
く
ん
だ
ホ
ー
ム
プ
ロ
、
グ
ル
ー
プ
入

り
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
の
実
例
（
B
）
を

紹
介
す
る
。

１
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」（
動
機
づ
け
、
や
る
気
）

で
あ
る
。
日
本
の
「
熱
意
あ
ふ
れ
る
社

員
」
の
割
合
は
６
％
、
世
界
1
3
9

カ
国
中
1
3
2
位
と
世
界
最
低
レ
ベ

ル
で
あ
る
（
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
2
0
1
7
年

調
査
）。
給
与
や
昇
進
と
い
っ
た
「
A
．

外
発
的
動
機
づ
け
」
も
よ
い
の
だ
が
、

仕
事
そ
の
も
の
に
よ
る
「
B
．内
発
的

動
機
づ
け
」
に
つ
い
て
真
剣
に
と
り
く

む
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ホ
ー
ム

プ
ロ
で
は
、
国
内
初
の
ネ
ッ
ト
仲
介
ビ

ジ
ネ
ス
で
あ
る
こ
と
や
、
利
用
者
や
加

盟
会
社
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
が
、
や

る
気
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
リ
ク
ル
ー

ト
で
は
、
つ
ね
に
「
お
ま
え
は
ど
う
し

た
い
」
と
訊
か
れ
、
こ
う
し
た
い
と
い

う
や
る
気
を
ひ
き
だ
し
て
い
る
。

２
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」（
目
標
を
達
成
す
る
た
め

ど
う
す
れ
ば
組
織
と
と
も
に

成
長
で
き
る
か

――
第
１
回「
C
E
L
サ
ロ
ン
」を
開
催

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究

所（
C
E
L
）で
は
︑
2
0
2
1
年
度
か
ら
︑

テ
ー
マ
ご
と
に
︑
研
究
員
の
研
究
報
告

を
動
画
で
配
信
す
る
と
と
も
に
︑
外
部

講
師
に
よ
る
講
演
と
参
加
者
も
交
え
た

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う「
C
E
L
サ

ロ
ン
」を
開
催
し
て
い
る
︒
そ
の
第
１
回

「
ど
う
す
れ
ば
組
織
と
と
も
に
成
長
で
き

る
か
」に
つ
い
て
報
告
す
る
︒

鈴
木
隆

Suzuki Takashi

［
す
ず
き
・
た
か
し
］

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
研
究

員
。1
9
8
4
年
大
阪
ガ
ス
入
社
。支
社
、企
画
、

人
事
、
業
務
用
営
業
、
情
報
化
等
の
業
務
を
経

て
、
2
0
0
1
年
社
内
起
業
し
、
㈱
ホ
ー
ム
プ

ロ
代
表
取
締
役
専
務
。
帰
社
後
、
家
庭
用
営
業

を
経
て
、
2
0
1
2
年
か
ら
現
職
。
大
阪
大

学
招
へ
い
教
授
、
神
戸
親
和
女
子
大
学
非
常
勤

講
師
。
著
書
と
し
て
、『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
は
、
な
ぜ
実
行
で
つ
ま
ず
く
の
か
』（
碩
学

社
）、『
御
社
の
商
品
が
売
れ
な
い
本
当
の
理
由
』

（
光
文
社
新
書
）、『
仕
事
に
効
く
オ
ー
プ
ン
ダ

イ
ア
ロ
ー
グ
』（K

AD
O

K
AW

A

）、『
リ
フ
ォ
ー

ム
を
真
剣
に
考
え
る
』（
光
文
社
新
書
）
な
ど

が
あ
る
。

に
他
者
に
与
え
る
影
響
力
）
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
主
張
さ
れ
て

き
た
が
、
い
ず
れ
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
「
A
．リ
ー
ダ
ー
が
独
占
」
す
る
こ

と
が
前
提
に
な
っ
て
い
た
。
最
近
に

な
っ
て
「
B
．メ
ン
バ
ー
が
分
担
」
す

る
と
い
う
主
張
が
現
れ
、
支
持
を
広
げ

て
い
る
（
シ
ェ
ア
ド
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

［
＊
2
］）。
ホ
ー
ム
プ
ロ
で
は
、
集
客
、

加
盟
、
C
S（
顧
客
満
足
）、
情
報
シ
ス

テ
ム
の
分
野
ご
と
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
分
担
し
て
い
た
。
リ
ク
ル
ー
ト
で

も
、「
お
ま
え
は
ど
う
し
た
い
」
と
問

う
こ
と
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
分
担
し

て
発
揮
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

３
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
チ
ー
ム
」

（
目
的
の
た
め
に
協
働
し
、
相
乗
効
果
を
発

揮
す
る
集
団
）
で
あ
る
。
チ
ー
ム
で
は
、

「
A
．メ
ン
バ
ー
」
の
能
力
、
最
近
で
は

さ
ら
に
多
様
性
が
重
視
さ
れ
る
。
チ
ー

ム
と
し
て
創
造
性
を
発
揮
し
成
果
を
あ

げ
る
に
は
、「
B
．協
働
」
の
あ
り
方
、

な
か
で
も
「
心
理
的
安
全
性
」（
異
論

を
述
べ
衝
突
し
て
も
大
丈
夫
だ
と
共
有
さ

れ
て
い
る
信
念
）
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
［
＊
3
］。

G
oogle

が
、
チ
ー
ム
の
成
果
に
寄
与

し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
2
0
1
2

年
に
社
内
で
調
査
・
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

最
大
の
要
因
は
や
は
り
心
理
的
安
全
性

で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ム
プ
ロ
で
は
、
全
員

参
加
で
フ
ラ
ッ
ト
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

毎
週
開
催
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
で
は
、
社
長
か
ら
新
入
社

員
ま
で
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
あ
う
フ

ラ
ン
ク
な
関
係
が
定
着
し
て
い
る
。

４
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
仕
事
の
進

め
方
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
や
っ
た
こ

と
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
目
的
を
期
限

ま
で
に
達
成
す
る
活
動
）
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
え
ば
、「
A
．

計
画
―
実
行
型
」、
シ
ス
テ
ム
開
発
の

世
界
で
は
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
」

（
滝
）
と
呼
ば
れ
る
進
め
方
が
も
っ
ぱ

ら
で
あ
っ
た
。
事
前
に
細
部
ま
で
計
画

を
固
め
、
あ
と
は
粛
々
と
実
行
あ
る
の

み
。
最
近
で
は
、「
構
想
―
探
索
型
」、

「
ア
ジ
ャ
イ
ル
」（
俊
敏
）
と
呼
ば
れ
る

進
め
方
が
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る

［
＊
4
］。
不
確
実
で
激
変
す
る
環
境
で
は
、

完
璧
に
予
測
し
計
画
を
立
て
る
こ
と
は

難
し
く
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
軌
道
修
正
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
プ
ロ
は
、
国
内
初

の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ネ
ッ
ト
仲
介
ビ
ジ
ネ

ス
の
起
業
で
あ
り
、
試
行
錯
誤
の
連
続

で
あ
っ
た
。
リ
ク
ル
ー
ト
で
も
、
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
で
は
〝
フ
ィ
ジ
ビ
リ
〟

（
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
（
実
行
可

能
性
調
査
）
の
社
内
で
の
略
称
）
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
。

５
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
目
指
す
べ

き
方
向
を
示
す
「
理
念
」
で
あ
る
。

T
K
C
加
盟
5
1
5
6
社
の
調
査
で

は
、
理
念
の
あ
る
会
社
の
経
常
利
益

（
2
0
0
2
年
度
）
は
、
な
い
会
社
の

1
・
7
倍
あ
っ
た
［
＊
5
］。
理
念
と
い

え
ば
、
こ
れ
ま
で
は
、「
A
．自
社
」
に

焦
点
を
あ
て
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ

ン
、
バ
リ
ュ
ー
の
３
点
セ
ッ
ト
が
定
番

で
あ
っ
た
。
最
近
で
は
、「
B
．社
会
」

に
焦
点
を
あ
て
た
「
パ
ー
パ
ス
」（
存

在
意
義
）
を
そ
の
上
位
に
位
置
づ
け
重

視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
［
＊
6
］。

ホ
ー
ム
プ
ロ
で
は
、「
失
敗
し
な
い
リ

フ
ォ
ー
ム
の
実
現
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
パ
ー
パ
ス
で
も

あ
る
と
い
え
、
共
感
し
た
記
者
が
カ

ラ
ー
3
頁
の
記
事
を
書
い
て
く
れ
た
こ

と
が
あ
る
［
＊
7
］。

６
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
活
動
を
阻

む
「
リ
ス
ク
、
危
機
」（
事
故
発
生
の
可

能
性
、
危
険
な
状
態
）
で
あ
る
。「
A
．脅

威
」（
ピ
ン
チ
）
と
し
て
備
え
る
の
は
当

然
で
あ
る
が
、「
B
．好
機
」（
チ
ャ
ン
ス
）

と
し
て
逆
手
に
と
る
に
こ
し
た
こ
と
は

な
い
［
＊
8
］。
ホ
ー
ム
プ
ロ
で
は
、
加
盟

会
社
の
倒
産
に
備
え
て
、
安
田
火
災
海

上
（
現
・
損
保
ジ
ャ
パ
ン
）
と
独
自
の
瑕

疵
保
証
保
険
を
開
発
し
、
利
用
者
に
無

料
で
保
証
を
つ
け
る
こ
と
で
他
社
と
差

別
化
し
た
。
ま
た
、
個
人
情
報
の
紛
失

事
故
を
公
表
し
、
乗
り
越
え
強
く
な
っ

た
。７

つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
活
動
を
支

え
る
「
文
化
」（
組
織
に
特
有
な
思
考
や
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注＊
1 

『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
は
、
な
ぜ
実
行
で
つ
ま
ず

く
の
か
』
2
0
1
6
年
、
碩
学
社
（
発
売

：

中
央

経
済
社
）、『
御
社
の
商
品
が
売
れ
な
い
本
当
の
理

由
』
2
0
1
7
年
、
光
文
社
新
書
、『
仕
事
に
効

く
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
』
2
0
1
9
年
、

KAD
O
KAW

A

＊
2 

石
川
淳
『
シ
ェ
ア
ド
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
２
０
１
６

年
、
中
央
経
済
社

＊
3 

エ
イ
ミ
ー
・
Ｃ
・
エ
ド
モ
ン
ド
ソ
ン
『
恐
れ
の
な

い
組
織
』
2
0
2
1
年
、
英
治
出
版

＊
4 

平
鍋
健
児
、
野
中
郁
次
郎
、
及
部
敬
雄
『
ア
ジ
ャ

イ
ル
開
発
と
ス
ク
ラ
ム 

第
2
版
』
2
0
2
1
年
、

翔
泳
社

＊
5 

宮
田
矢
八
郎
『
理
念
が
独
自
性
を
生
む
』
２
０
０
４

年
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

＊
6 

名
和
高
司
『
パ
ー
パ
ス
経
営
』
2
0
2
1
年
、
東

洋
経
済
新
報
社

＊
7 

週
刊
東
洋
経
済
2
0
0
6
年
9
月
16
日
号
「
ネ
ッ
ト

仲
介
で
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
に
新
風 

顧
客
満
足
の
仕
組

み
築
き
成
長
続
け
る
ホ
ー
ム
プ
ロ
」

＊
8 

ラ
イ
ア
ン
・
ホ
リ
デ
イ
『
苦
境
を
好
機
に
か
え
る

法
則
』2
0
1
6
年
、
パ
ン
ロ
ー
リ
ン
グ

＊
9 
ポ
ー
ル
・
ル
イ
・
イ
ス
ケ
『
失
敗
の
殿
堂
』

２
０
２
１
年
、
東
洋
経
済
新
報
社

＊
10 
鈴
木
隆
『
仕
事
に
効
く
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
』

2
0
1
9
年
、KAD

O
KAW

A

、
本
誌
１
２
２
号

『「
開
か
れ
た
対
話
」
が
日
本
を
救
う
』
２
０
１
９
年

＊
11 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ａ
・
オ
ラ
イ
リ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・

Ｌ
・
タ
ッ
シ
ュ
マ
ン
『
両
利
き
の
経
営
』
2
0
1
9
年
、

東
洋
経
済
新
報
社

レ
ポ
ー
ト

第
1
回「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
サ
ロ
ン
」

第1回「CELサロン」の長本氏の講演や質疑の内容を記
録したグラフィックレコーディング（イラストや図などを交
えて、リアルタイムに表現する議事録）。
グラフィックレコーダー＝吉田友子

行
動
の
パ
タ
ー
ン
）
で
あ
る
。「
A
．内

向
き
・
安
定
志
向
」
の
組
織
が
大
半
で
、

失
敗
に
は
否
定
的
で
失
敗
は
隠
さ
れ
る
。

不
確
実
で
激
変
す
る
環
境
で
は
、「
B
．

外
向
き
・
挑
戦
志
向
」
の
組
織
で
、
失

敗
に
は
肯
定
的
で
失
敗
か
ら
学
ぶ
よ
う

に
し
な
い
と
生
き
残
れ
な
く
な
る
［
＊
9
］。

ホ
ー
ム
プ
ロ
で
は
、
つ
ね
に
ネ
ッ
ト
ベ

ン
チ
ャ
ー
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
行

動
し
、
リ
ク
ル
ー
ト
か
ら
の
出
向
者
も

「
違
和
感
が
な
い
」
と
言
っ
て
い
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
の
企
業
文
化
は
、「
起
業

家
精
神
」「
圧
倒
的
な
当
事
者
意
識
」

「
個
の
可
能
性
に
期
待
し
合
う
場
」
の

３
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
容
易
に
模
倣
で

き
な
い
強
み
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
の
８
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
す

べ
て
に
通
底
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
日
本
で
は
、「
A
．

交
流
す
る
会
話
、
決
定
す
る
議
論
」
は

行
わ
れ
る
が
、「
B
．探
究
す
る
対
話
」

が
欠
落
し
て
し
ま
う
。
序
列
を
重
視
す

る
タ
テ
社
会
、
異
論
を
排
除
す
る
イ
エ

社
会
だ
か
ら
で
あ
る
［
＊
10
］。
ホ
ー
ム

プ
ロ
で
は
、
全
員
参
加
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
衆
知
を
集
め
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
で
は
、
役
職
で
呼
ぶ
こ
と

は
一
切
な
く
、
み
な
対
等
に
対
話
し
て

い
る
。

以
上
み
て
き
た
８
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
よ
く
行
わ
れ
て
き

た
と
り
く
み
（
A
）
と
は
違
う
と
り
く

み
（
B
）
も
と
り
い
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。（
A
）
で
は
う
ま
く
い

か
な
い
場
合
に
は
、
（
B
）
で
や
っ
て

み
る
。
状
況
に
応
じ
て
二
刀
流
で
使
い

分
け
る
の
で
あ
る
。

「
両
利
き
の
経
営
」の
実
現

最
近
、「
両
利
き
の
経
営
」［
＊
11
］
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
不
確
実
な
も
と
で

革
新
す
る
「
知
の
探
索
」
と
確
実
な
も

と
で
収
益
を
あ
げ
る
「
知
の
深
化
」
を

高
い
レ
ベ
ル
で
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
経
営

で
あ
る
。
多
く
の
日
本
企
業
は
、
成
功

の
罠
に
は
ま
り
、
も
っ
ぱ
ら
知
の
深
化

に
注
力
し
、
知
の
探
索
を
怠
っ
て
き
た
。

８
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
こ
れ
ま
で
よ
く
行

わ
れ
て
い
る
と
り
く
み
（
A
）
は
知
の

深
化
に
向
い
て
お
り
、
知
の
探
索
に
向

く
の
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
と
り
く
み

（
B
）
で
あ
る
。

知
の
探
索
、
す
な
わ
ち
新
た
な
こ
と

に
挑
戦
し
、
試
行
錯
誤
（
失
敗
）
を
繰

り
返
す
な
か
で
こ
そ
、
多
く
を
学
び
成

長
で
き
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
創
業
者
の
江

副
浩
正
氏
が
定
め
た
社
是
に
「
自
ら
機

会
を
創
り
出
し
、
機
会
に
よ
っ
て
自
ら

を
変
え
よ
」
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
と
り
く
み
（
B
）
を
す
る
こ
と
で

ぜ
ひ
こ
れ
を
実
践
し
、
組
織
と
と
も
に

成
長
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２
０
２
１
年
８
月
３
日
、
第
１
回

「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
サ
ロ
ン
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
50
名
。
事

前
に
共
有
さ
れ
た
、
鈴
木
隆
研
究
員
の

研
究
報
告
（
48
～
50
頁
参
照
）
の
動
画

を
聴
講
の
う
え
、
サ
ロ
ン
に
臨
ん
だ
。

冒
頭
、
金
澤
成
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文

化
研
究
所
所
長
の
挨
拶
が
あ
り
、「
研

究
成
果
の
報
告
と
活
発
な
意
見
交
換
の

場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
設
け
る
こ
と
で
、

研
究
員
と
参
加
者
双
方
が
新
た
な
気
づ

き
を
得
る
機
会
と
し
た
い
」
と
サ
ロ
ン

開
催
の
趣
旨
を
述
べ
た
。

第
１
回
の
テ
ー
マ
は
、「
ど
う
す
れ

ば
組
織
と
と
も
に
成
長
で
き
る
か
」。

企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
実
践
的
な
研
究
を
通
じ
て
、

組
織
文
化
や
人
材
育
成
の
重
要
性
を
痛

感
し
て
い
る
と
い
う
鈴
木
研
究
員
な
ら

で
は
の
テ
ー
マ
設
定
だ
。

こ
の
議
題
を
受
け
、
サ
ロ
ン
で
は
、

㈱
Ｎ
Ｇ
Ｋ
代
表
取
締
役
・
長
本
英
杜
氏

が
講
演
を
行
っ
た
。
長
本
氏
は
大
阪
ガ

ス
㈱
で
法
人
営
業
な
ど
を
経
験
後
、
同

グ
ル
ー
プ
の
京
都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
㈱

に
出
向
。
新
規
事
業
開
発
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
と
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

事
業
を
立
ち
上
げ
た
。
2
0
0
6
年
、

専
門
に
特
化
し
た
事
業
を
開
拓
す
る
べ

く
、
独
立
し
て
㈱
Ｎ
Ｇ
Ｋ
を
設
立
。
以

来
、「
個
と
組
織
の
元
気
化
」
を
掲
げ
、

組
織
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

長
本
氏
は
、
そ
う
し
た
経
験
を
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
り
な
が
ら
、「
３

年
間
は
新
し
い
世
界
で
学
び
、
そ
の
後

３
年
間
で
実
績
を
作
り
、
最
後
の
４
年

間
で
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
っ
て
き

た
」
と
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
分
析
。

10
年
サ
イ
ク
ル
で
新
陳
代
謝
を
繰
り
返

し
て
き
た
と
い
う
長
本
氏
の
歩
み
は
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
る
う
え
で
と

て
も
参
考
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。

後
半
で
は
、
㈱
Ｎ
Ｇ
Ｋ
創
業
後
に
と

り
く
ん
だ
組
織
変
革
の
事
例
を
挙
げ
な

が
ら
、「
個
人
が
成
長
で
き
る
組
織
づ

く
り
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
言
及
。

長
本
氏
が
実
際
に
携
わ
っ
た
「
企
業
合

併
後
の
内
部
融
合
化
」
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
こ
の
事
例
で
は
、
ま
ず
半
年
間
、

企
業
の
ト
ッ
プ
層
と
と
も
に
、
企
業
の

根
幹
を
成
す
理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
行
動

指
針
を
形
成
。
同
時
に
、
公
募
で
集

ま
っ
た
ミ
ド
ル
層
（
中
間
管
理
職
）
に
、

「
10
年
後
の
わ
が
社
の
あ
り
方
」
を
提

案
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
組
織
変
革
を
行
う
際

は
、
ト
ッ
プ
が
方
向
性
を
発
信
し
て
終

わ
る
の
で
は
な
く
、
❶
ト
ッ
プ
層
で
変

革
の
方
向
性
を
発
信
、
❷
ミ
ド
ル
層
も

し
く
は
、
メ
ン
バ
ー
（
社
員
）
で
考
え

た
施
策
を
ト
ッ
プ
層
に
提
案
・
展
開
、

❸
ト
ッ
プ
層
が
定
着
の
た
め
の
仕
掛
け

を
再
発
信
。
組
織
の
階
層
間
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
経
て
変
革
を
進
め
る
べ
き

と
い
う
の
が
、
長
本
氏
の
考
え
方
。
メ

ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
納
得
感
と
そ
の
後

の
実
行
確
度
を
高
め
る
課
題
形
成
、
変

革
浸
透
の
継
続
化
に
つ
な
が
る
そ
う
だ
。

さ
ら
に
長
本
氏
は
、「
環
境
に
適
応
し

て
変
革
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
。
た
だ
、

や
り
方
を
変
え
る
だ
け
で
は
定
着
し
な

い
。
受
け
入
れ
る
土
壌
（
人
材
と
組
織
）

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
組
織
変

革
の
留
意
点
を
述
べ
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企
業
を
例

に
、
健
全
か
つ
、
組
織
・
メ
ン
バ
ー
と

も
に
成
長
で
き
る
組
織
づ
く
り
に
は
、

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で
意
見

を
言
い
、
自
分
で
責
任
を
持
つ
「
自
律

性
（autonom

y

）」
を
尊
重
す
る
こ
と

も
大
事
だ
と
指
摘
し
た
。

講
演
後
、
鈴
木
研
究
員
か
ら
、
長
本

氏
の
講
演
に
対
す
る
考
察
が
な
さ
れ
た

後
、
参
加
者
も
交
え
た
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
始
ま
っ
た
。「
積
極
性
に
欠

け
、
保
守
的
な
メ
ン
バ
ー
に
変
化
を
促

す
方
法
は
？
」
と
い
う
質
問
に
、
長
本

氏
は
「
２
：
６
：
２
の
組
織
の
法
則
に

照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
上
位
の
２
割
で

は
な
く
、
６
割
の
中
間
層
を
変
え
る
こ

と
で
、
下
位
の
２
割
も
変
化
し
や
す
い
。

方
法
と
し
て
は
、
通
常
と
は
異
な
る
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
配
置
や
他
社
と
の
交
流
と

い
っ
た
経
験
も
有
効
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。
ま
た
、「
個
人
の
成
長
を
促
す

た
め
に
管
理
職
が
気
を
付
け
る
こ
と

は
？
」
と
い
う
問
い
に
は
、「
自
分
で

意
思
決
定
を
さ
せ
、
実
行
に
移
す
た
め

の
支
援
を
す
る
こ
と
に
尽
き
る
が
、
部

門
と
し
て
の
方
向
性
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
伝

え
る
の
を
怠
ら
な
い
こ
と
も
大
事
。
部

門
と
個
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
合
致
す
れ
ば
、

本
当
に
良
い
組
織
と
人
の
関
係
に
な

る
」
と
回
答
し
た
。

「
組
織
と
人
の
成
長
」
と
い
う
身
近
な

テ
ー
マ
に
、
多
角
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を

し
た
今
回
の
サ
ロ
ン
は
、
自
分
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
や
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
顧

み
る
機
会
と
な
っ
た
。
今
後
も「
C
E
L

サ
ロ
ン
」
は
、
各
研
究
員
が
テ
ー
マ
を

変
え
て
開
催
す
る
。�

（
文
＝
米
田
茉
衣
子
）

5051 C E L   N o v e m b e r   2 0 2 1C E L   N o v e m b e r   2 0 2 1


